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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物においてメッセンジャーRNAの合成を担うRNAポリメラーゼIIの最小サブユニットの一つをコードしています。このサブユニットは、他の2つのDNA依存性RNAポリメラーゼと共有されています。[RefSeq提供、2008年7月]機能：DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質として、DNAからRNAへの転写を触媒します。 RNAポリメラーゼI、II、IIIの共通構成要素で、それぞれリボソームRNA前駆体、mRNA前駆体、多くの機能性非コードRNA、および5S rRNAやtRNAなどの小型RNAを合成します。,類似性:古細菌rpoP/真核生物RPC10 RNAポリメラーゼサブユニットファミリーに属します。,サブユニット:それぞれ少なくとも13、12、17個のサブユニットからなるRNAポリメラーゼI (Pol I)、RNAポリメラーゼII (Pol II)、およびRNAポリメラーゼIII (Pol III)複合体の構成要素です。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

